青明舎　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年8月20日　担当：馬渡　道伸

	登　録　者
	氏　名　澤代　文男様　　　　　男・女　　　　昭和32年7月1日生（50歳）

	
	住　所　　　上北郡おいらせ町字向山2-550　　　　　　　　　　電話　0178-56-3000

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	昭和46年（14歳時）
	罹 患 期 間
	約36年

	
	入院回数
	8回
	延べ入院年数
	約22年

	医療機関
	　青南病院　（主治医　田名部Ｄｒ　）
	外来受診日
	月曜日（２週１回）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	円
	精神（２級）

	経済状況
	生活保護
	障害者基礎年金　（約6.6月額円）

	
	その他
	就労による収入（約11万円）

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　就労

	住まいの場
	　職場の寮

	登録年月日
	平成１３年１１月２７日
	身長
	169cm
	体重
	kg

	最終学歴
	南郷村立島守中学校卒業
	免許・資格
	

	職　歴
	S49.4～S49.9　　管沼鉄工所　　　　　　　　H1.3～H2.3　　　千代田光機

S56.4～S56.9　　山協電気(有)　　　　　　　H2.6～H2.9　　　高野塗装㈱

S59.4～S59.8　　中央塗装㈱　　　　　　　　H2.10～H3.6　　　朱宮神仏具店

（社会適応訓練）

H12.6　 ～H12.11　　　　　株式会社　パセリー菜　　　　（花の手入れ、水やり、掃除）　

H13.4.1 ～H13.9.30　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　〃

H13.10.1～H14.3.31　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　〃


	

	保　護　者
	氏　　名　　　畑中　正子様　　　　　　　続柄　　姉　（同居　・否）

	利用目的

· 日常生活や仕事上で困った時の相談場所

	入院・治療歴

①昭和46年  　　　 ～　　　　　　　　　　　　入院（6ヶ月）　　　　　　　　　　　  松平病院

②昭和48年7月　　 ～　昭和54年　　　　　 　入院（6年5ヶ月）　　　　　　 　 　  松平病院

昭和54年   　　  ～　　              　　  外来通院                             八戸市民病院

③昭和54年　 　　  ～                  　　  入院（3ヶ月）　　　　　　　　 　　  八戸市民病院

④昭和54年　 　　  ～　昭和59年　　　　　　 入院                              　 八戸市民病院

⑤昭和59年6月16日～　昭和61年12月30日 　入院（2年）　　　　　　　　　　　　 湊病院

⑥昭和62年9月　　 ～　昭和63年7月　　　　 入院（10ヶ月）　　　　　　　 　　　 湊病院

⑦昭和63年11月 　～　平成4年4月　　　　　入院（3年5ヶ月）　　　　　　　 　　山角病院（山梨県）

⑧平成4年6月　　 ～　平成11年9月　　　　 入院（7年4ヶ月）　　　　　　　　 　青南病院

平成11年10月　 ～　　　　　　　　　　　　外来通院　　　　　　　　　　　　 　　青南病院

	生活歴　

八戸にて出生。同胞7名（4男3女）末子。父は、本人が幼少期に行方不明。H11年頃に老人ホームへ入所しているところを兄弟が発見している。14歳時（中学2年時）不登校になり、イライラ感が強くなり精神科に入院し、16歳で中学校を卒業する。卒業後は鍛冶屋に住み込みで就職したもののすぐに再発し再入院。以後入退院を繰り返す。単身生活をする事もあったが、服薬中断し、浪費・生活リズムの崩れ等で短期間の生活しかできなかった。平成4年4月28日、青南病院を受診し、社会復帰援護住居いちい荘へ入所するが、生活リズムの建て直し・再学習が必要となり再入院となる。平成11年10月、単身生活に向けた生活技術の獲得のため、生活訓練施設青山荘へ入所し、生活技術、対人関係、通院、服薬、金銭管理、作業訓練等の生活訓練を行っている。日中は共同作業所うみねこ幸房に通所し、糸切りやチラシ配りを行っている。平成12年6月から社会適応訓練の利用を開始した。薬についての理解が不足しているため薬を減らして欲しい（最終的には飲みたくない）と考え、自分の思い通りに減薬してくれる医師を望み、主治医を変更する。青山荘退所後は、アパートで一人暮らしを行い、パセリー菜で社会適応訓練を行っていた。職親制度を3年間使い、そのままパセリー菜に就職する。パセリー菜の本社で就労することになり、アパートからおいらせ町にある社宅へ引っ越す。現在はパセリー菜で就労し、社宅で生活を行っている。

	家族
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

本人は保護者である長女に電話で連絡を取っている。他の兄弟とは連絡を取っておらず関係は気薄である。経済的援助はない。


平成　19年8月20日　馬渡　道伸

	氏　名
	　澤代　文男　様
	男・女
	生年月日
	昭和32年7月1日　（50歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 就労を継続しながら、地域で健康的な生活を維持していく。


　　　　　　

	これまでの経過　　

	・H18年8月18日、職場で倒れ八戸赤十字病院に1日入院している。診断は「てんかん発作」、本人は18歳時1度てんかん発作を起こしたことがあるが、薬は出されず現在も飲んでいないと話す。家族は本人がてんかん発作を起こしたことを聞いたことがないと話している。青山荘入所当時てんかん発作を起こしたことはなく、確認するが入所時の書類等にはてんかん発作の記載がない。

・H19年2月1日、青明舎に来所した際に、職場でストレスが溜まり調子が悪いとやや暗い表情で話すことがある。ストレスの原因としては一緒に仕事をする人と会わず、言動の一つ一つにイライラすると話している。その事を社宅で考えてしまい、気分が落ち込んでしまい仕事に行く気がしないと話している。

・現在仕事は、朝8時～夕方5時までの8時間働いている。仕事の忙しい時期は残業もある。休みは、週に1回日曜日、2週間に1回連休がある。月に7回の休みがある。年金約6.6万、給料約11万で生活している。社宅費は光熱費込みで6万かかっている。

・本人は職場での人間関係でストレスが溜まってしまうと話している。青明舎や職場の人に話を聞いてもらう事で楽になっていると話している。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	・職場での人間関係（仕事上の悩み）を溜め込んでしまう。
	・青明舎に来所した際は、スタッフから声掛けを行い職場の悩みについて本人が話しやすい環境を作る。

・本人からはあまり話さないのでスタッフから声を掛けるようにする。

・職場の訪問を行い、本人の職場での様子を確認する。
	　　 ヶ月


プラン計画者　氏名：馬渡　道伸

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

行方不明








H10.10


死亡








保護者（長女　八戸在住）





本人








